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内容 ◇令和元年度研究委嘱校 研究発表会
◇トルコ共和国ホストタウン交流事業
◇図書館 季節の催し物 他

 1月12日（日）に行われた成人の祝い。令和元年度のテーマは、「20歳 ゴールじゃないスタートだ ～踏
み出そう始めの一歩～」。式典に参加した643人の新成人は、それぞれの思いを胸に大人への一歩を踏み
出しました。 

 本庄市親の学習推進委員が市内3ヶ所の
児童センターにて、「らくちん子育てのヒ
ント」と題して親の学習講座を開催しまし
た。幼いお子さんと一緒に参加したお母さ
んたちは、子育てのうれしかったこと、心
配なことを共有し合い、和やかな雰囲気の
もと熱心に語り合っていました。 



令 和 元 年 度 研 究 委 嘱 校 研 究 発 表 会 

 研究主題を「思いやりの心をもち 認め合い支え合
う仲間づくりができる北泉っ子の育成～主体的・対話
的な活動を通して学び合う力を高める指導の研究～」
と設定しました。
 子どもたちは、「みんなちがってみんないい」を合
言葉に、集会活動や共同制作等の主体的な活動を通し
て、「わたしも大切、あなたも大切」という人権感覚
を身に付け、さらに安心して笑顔で学校生活を過ごせ
るようになり、学力向上にもつながりました。

 研究主題を「進んで学び、自分の思いや考えを表現
できる生徒の育成 ～考え、話し合い、学び合う学習
を通して～」とし、本庄型授業スタンダードをもとに
した『東中スタンダード』の確立と「学び合い」を取
り入れた授業改善を進めました。
 すべての教科・領域で、学力向上に向けて学校全体
で取り組み、自分の思いや考えを表現できる生徒が増
え、各種学力調査の数値にも向上がみられました。
 

  本庄型授業スタンダードとは、子供たち自ら問題解決に
  取り組む学習へと授業改善を進めるため、市内全小中学
  校で同一歩調で行っている授業の進め方です。

 研究主題を「自己を見つめ、他者とかかわり、考え
を深め合う生徒の育成～主体的に学ぶ活動を取り入れ
た授業づくり（体力向上）～」とし、これまで取り組
んできた「考え、話し合い、学び合う学習」スタイル
を引き継ぎ、体力向上の研究に取り組みました。
 主体的に考えて体を動かす生徒や、睡眠の大切さに
気がつく生徒、食生活の改善に目を向ける生徒が増え
ました。

本 庄 西 小 学 校

パ ソ コ ン 教 室 リ ニ ュ ー ア ル  
 

 本庄西小学校のパソコン教室の機器入れ替えを行いました。
今回の入れ替えでは、以前まで使用していた従来型のデスク
トップパソコンに代わり、パソコンとしてもタブレットとし
ても使えるタイプの機器を導入し、ホワイトボードと一体的
に使えるプロジェクターなども整備しました。
 整備した機器は、パソコン教室だけでなく、他の教室にも
移動して使えるため、様々な授業で活用できるようになり、
学習の幅が広がりました。
 今後もICT機器の整備を計画的に進め、教育環境の質の更
なる向上を目指していきます。

北泉小学校

本庄東中学校

児玉中学校



図 書 館 季 節 の 催 し 物 

 

 

 市立図書館（本館）では、
秋の「読書週間」にあわせ
て、企画展や講演会を開催
しています。11月9日（土）
に開催した文芸講演会では、
「文学作品に見る本庄のす
がた」と題して、本田豊氏
（元県史編纂委員、元都立
大学講師）を招き、熱心な
聴衆に満ちた会場で、様々
な文学作品に登場している
当時の本庄市の様子を紹介
していただきました。 

    図書館でトルコ共和国を紹介
 

 図書館では、9月にトルコ共和国の紹介コーナーを設置しました。図書
館に所蔵するトルコ共和国の文化や風土を紹介する図書も展示して、多
くの利用者に足を止めて見ていただくことができました。
 
 

    ～「トルコに届け」～ 
    ホストタウン相手国・地域にお手紙を送ろう
 

 ホストタウン交流事業の一環として、深い交流を行った駐日トルコ共
和国大使夫人、ブラインドサッカー選手のほか、トルコ本国の小学生に
対しても市内小学校5校332人が心を込めて書いた手紙を送りました。
 
 

    学校給食でトルコ料理を提供
 

 市内小中学校では、トルコ共和国の食文化に触れるため12月にサバサ
ンドなどのトルコ料理を提供しました。サバのマリネをパンに挟んで食
べたりと、児童生徒たちは普段とは違った給食を楽しんでいました。

 本市は、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を契機としたトルコ共和国を相手国とする
ホストタウンに登録されました。
 

  ホストタウンとは、多くの選手・観客等が来訪することを契機に、スポーツの振興、教育文化の向上及び共生社会の
  実現、地域の活性化等を推進するとともに、交流事業を通じ、大会参加国・地域との人的・経済的・文化的な相互交
  流を図る取組です。

リサイクルフェア
 

 児玉分館では、「読書週
間」の催しとして、11月2日
（土）に、図書館で利用し
なくなった本や保存期間が
過ぎた雑誌などをお譲りす
る「リサイクルフェア」を
開催しました。開始時間前
から行列ができるなど大盛
況に終わり、今年もたくさ
んの皆さんに楽しんでいた
だきました。 

 クリスマスおはなし会
 

 12月14日（土）に開催した、
冬の恒例イベントとなった
「クリスマスおはなし会」で
は、62人の皆さんにご参加い
ただき、賑やかな催しとなり
ました。はにぽんが参加した
ハンドベルの演奏に始まり、
今年は新たに人形劇を加え、
絵本や紙芝居によるクリスマ
スのおはなし等、盛りだくさ
んの内容になりました。参加
した子どもも、大人も楽しい
ひとときを一緒に過ごし、帰
りには、手作りのプレゼント
が手渡されました。 

　　　ト ル コ 共 和 国 ホ ス ト タ ウ ン 交 流 事 業

文芸講演会
「文学作品に見る本庄のすがた」



  

 1月1日(水･祝)、第60回市民元旦マラソンが開
催されました。 
 当日は晴天に恵まれ、子どもから大人まで956
人のランナーが、初日の出を浴びながら本庄総合
公園内の約3キロのコースをさわやかに駆け抜け
ました。 
 今回は、60回大会にちなんで福袋を60個用意し、
抽選で参加者に配布しました。 

本 庄 市 ス ポ ー ツ 少 年 団 紹 介
修 業 千 日 技 一 瞬 

 養心館の指導目的「柔道修業を通して、自分自
身を成長させ、社会に貢献できる人間を育てる」
 闘うと言う事は、感動する事で有り、共鳴する
事で有る。そして、深層に眠る、暖かい心の源流
を求める事に有る。 
 養心館では柔道を通じて心を育てることを一番
に考え、礼儀作法、相手への感謝の心構えを教え
ています。 
 幼年から小・中学生を中心に活動しています。
みなさんも一緒に汗を流してみませんか？ 

開館時間
 午前9時～午後4時30分 
休館日
 月曜日(祝日の場合は翌日)
 年末年始(12月28日～1月3日)
入館料
 無料
お問合せ
 0495-71-6878

本庄市少年柔道クラブ「養心館」(本庄市武道館)
連  絡  先：岡崎 和美 ☎090-4753-7615
Ｈ  Ｐ：https://honjyo-youshinkan.amebaownd.com
 

児玉町柔友会 (本庄高等学校柔道場、児玉中学校柔道場)
連  絡  先：細田 明  ☎0495-72-0909 

  

 本庄早稲田の杜ミュージアムは、本庄市と早稲田大学が共同で、開設・運
営する展示施設です。 
 市の展示室は、はにぽんのモデルとなった笑う盾持人物埴輪などを展示す
る埴輪エリアと、市の歴史が学べる通史エリアからなり、今日までの市の歩
みを物語る多くの文化財を見ることができます。
 大学の展示室では、オセアニア民族造形美術品のめずらしい資料の展示を
はじめとする様々な企画展覧会の開催を予定しています。 講演会などイベ
ントの開催も予定していますので、どうぞ楽しみにおまちください。 

〒367-0035 本庄市西富田1011
早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター1F
 

本庄早稲田駅から徒歩3分

本庄早稲田駅
至 東京至 高崎

至 本庄駅

美里町方面本庄児玉I.C.方面

(花園本庄線)

第 6 0 回 市 民 元 旦 マ ラ ソ ン 

https://honjyo-youshinkan.amebaownd.com

